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要 旨

本研究の目的は、術後早期の婦人科がんサバイバーの支援ニーズの実態を明らかにすることである。

病期や術式を問わず婦人科がんと診断されて手術療法を受けた 70 名に、情報と医療・身体機能・心理・

社会・人生観の 5 領域の支援ニーズについて尋ねる自記式質問紙を配布し、退院 1 か月後に郵送で回収

した。分析は記述統計を用いた。55 名（78.6%）より回答を得た。支援を「やや必要としている～非常

に必要としている」と答えた者の割合において、「情報と医療」の領域における婦人科がんに関する情報

の支援ニーズは約 6～7 割、「心理」の領域における再発不安に関する支援ニーズは 5 割以上、「身体機

能」の領域における症状マネジメントに関する支援ニーズは 5 割未満であった。術後早期から婦人科が

んサバイバーが自分らしい生活を送ることができるように、婦人科がんそのものの影響を考慮しつつ、

多角的に支援ニーズの内容を検討することの重要性が示された。 

キーワード：婦人科がん、がんサバイバー、支援ニーズ、手術療法

Keywords：gynecologic cancer, cancer survivor, supportive care needs, surgery 

Ⅰ．緒言

婦人科がんは女性生殖器に発生したがんの総

称であり、女性のがん罹患第 5 位である 1)。女性

がん患者の5年相対生存率は 66.9%である一方で、

婦人科がん患者は子宮体がん 81.3%、子宮頸がん

76.5%、卵巣がん 60.0%と 1)、比較的長期生存が可

能になった。長期生存する婦人科がん患者の中に

は、後遺症や精神的ストレスを抱える者も多い 2)。

そのため、生活の質が向上するように治療中から

生活を見据えた支援が求められる。 
婦人科がんの治療は集学的治療が確立され、治

療ガイドラインに基づき、病理診断結果から治療

法が選択される。近年は、ゲノム医療の発展によ

り免疫療法等も開発されているが、現在は腫瘍摘

出および治療法選択のために手術療法が治療法

の第一選択として適応される。しかし、手術療法

後（以下、術後）は多様な後遺症が出現し、婦人

科がん術後に特有の排尿障害やリンパ浮腫とい

った身体症状は生活に直接影響する 2,3)。 
婦人科がん術後は、身体症状に加えて様々な問

題が生活に影響を及ぼす。特に術後早期である

退院後から次の外来受診までの約 1 か月間は、

患者は手術療法やがん罹患に伴う問題に対処し

ながら生活を送っている。婦人科がん患者は、診

断時から続くがんへの恐怖、就労や家事・育児と

いった社会的問題に加え、術後は多様な後遺症、

女性性喪失や、再発不安というがん特有の問題

を抱えるとされる 2-5)。さらに、外来受診まで病

理診断に基づく治療方針の不確定さにより、不

安を抱く者もいる。これらの問題が生活の支障

となるため、治療と生活の両側面から問題を捉

えて支援することが重要である。 
がん診断後の生活を重視した概念に｢がんサ

バイバー｣がある。がん診断を受けた者をがんサ

バイバーと定義し、がんと共に生き抜いていく

という生き方や人生を意味するサバイバーシッ

プが重視されている 6)。サバイバーシップにおい

て自分らしい生活とは、がんサバイバー自ら直

面する課題に対処し、価値観や信念を大事にし

ながら自分の人生を歩むことであり 7)、がんサバ
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イバーにとって自分らしい生活を送ることの意

義は大きい。がんサバイバーが必要とする支援

（以下、支援ニーズ）には、情報と医療、身体機

能、心理、社会、人生観の領域があり 2,3,5,6,8-10)、が

ん種や国によって異なるとされる 8)。既に欧米で

は、婦人科がん患者をがんサバイバーとして捉え

た支援ニーズ調査が行われ、疾患や治療に関する

最新情報やわかりやすい医療情報 9)、セクシャリ

ティの支援ニーズが高いこと 5)、再発不安を含む

心理社会的支援ニーズが満たされていないこと
2,10)が示されている。しかし、これらの研究は主に

診断後 1 年以上経過した時点での調査や病期を限

らない調査であり、診断後数か月以内の支援ニー

ズは明確にされていない。さらに、わが国で行わ

れている婦人科がん術後の退院時支援は、予防的

なリンパ浮腫指導や腸閉塞予防指導等が主であ

る。しかし、婦人科がんサバイバーにとって術後

早期は、徐々にがんと共に生きていくことに向き

合おうとする時期である。術後早期から婦人科が

んサバイバーとして捉えて支援することで、術後

早期の心身の苦痛が軽減されて、社会生活を送る

ことが可能となるだけでなく、婦人科がんサバイ

バーが自分らしく生活することを支える一助と

なると考えた。 
そこで、本研究は、婦人科がん患者をがんサバ

イバーとして捉え、がん診断後も自分らしく生活

することを支えるために、がんサバイバーの視点

から術後早期である術後退院 1 か月間の支援ニー

ズの実態を明らかにし、看護実践の示唆を得るこ

とを目的とした。 

Ⅱ．研究方法

研究デザイン

横断的デザインに基づく量的記述的研究を用

いた。

用語の操作的定義

婦人科がんサバイバー:「婦人科がんと診断を 
受け、がんやがん治療に伴う多様な課題に直面し

ながらも生活を送っている者」とした。 
支援ニーズ:「医療従事者が、術後早期の婦人  

科がんサバイバーに実施する支援の中で、婦人科

がんサバイバーが必要とするものとし、情報と医

療、身体機能、心理、社会、人生観の 5 側面を含

むもの 2,3,5,6,8-10)」とした。 
術後早期：「婦人科がん診断後間もない将来の

不確かさがある中で、婦人科がん治療に伴う後遺

症や女性性喪失、がんへの恐怖や再発不安に対

処しながら徐々に日常生活を取り戻していく、

術後退院約 1 か月間の時期」と定義した。

対象者

選定基準は、協力の得られた一施設において

病期や術式を問わず、①20 歳以上の者、②初発

の婦人科がんと診断され、本人が婦人科がんと

知っている、多重がんのない者、③婦人科がんに

対する手術療法を終了し、主治医が退院可能と

判断した者、④質問紙への自己記入が可能であ

る者、の全てに該当する者とした。除外基準は、

①調査参加を妨げるような認知障害がある者、

②主治医が精神状態等により研究参加困難と判

断した者とした。 
調査方法

2019 年 5 月～11 月、無記名自記式質問紙調査

を実施した。病棟看護師長から対象候補者の紹

介を受け、主治医の了承を得た後、退院日が決定

した入院中の対象者に対し、研究者が文書を用

いて口頭にて研究依頼を行った。文書による同

意を得た後、調査用紙と返信用封筒を配布した。

退院 1 か月後に質問紙へ回答し、郵送による返

信を依頼した。 
調査内容

基礎情報

対象者の背景として、年齢、診断名、ステージ、

治療背景を診療録より収集した。パートナー 配

偶者の有無、同居家族の有無、就業状況は自記式

で回答を得た。

症状と症状による生活への支障

自記式調査票の日本語版 M.D.アンダーソンが 
んセンター版症状評価表 11)（以下、MDASI-J）を

用いた。項目は、症状の強さ 13 項目、症状によ

る生活への支障 6 項目からなる。回答方法は、

24 時間以内の症状の程度を 0（症状は全くなか

った）～10（これ以上考えられないほど強かった）

の 11 段階、生活への支障は 0（支障なかった）

～10（完全に支障になった）の 11 段階で回答を

得た。 
婦人科がん術後に特有の身体症状

婦人科がん術後早期に出現頻度の高い身体 
症状 7 項目とした。24 時間以内の症状の程度を 
MDASI-J と同様に 11 段階で回答を得た。 

術後早期の婦人科がんサバイバーの支援ニ

ーズ

婦人科がんサバイバーの支援ニーズを複数の
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文献 2,3,5,9)から抽出し、重複や術後早期といった背

景を考慮して整理した。さらに、がん看護専門看

護師とがん看護研究者複数名により検討を重ね

調査項目の妥当性を検討し、術後早期の婦人科が

んサバイバーの支援ニーズとして適切な項目を、

5 領域（情報と医療、身体機能、心理、社会、人生

観）39 項目に整理した。回答方法は、「該当なし」

もしくは「全く必要としていない」～「非常に必

要としている」の 6 段階で回答を得た。

分析方法

全ての変数の記述統計を行った。MDASI-J 及  
び婦人科がん術後に特有の症状は、「0:なし」「1～
3:軽度」「4～10:中等度以上」の 3 群に分類し、割

合を算出した。支援ニーズは、項目毎の回答分布、

及び支援ニーズの先行研究 12)を参考に「非常に必

要としている～やや必要としている」の割合の合

計（以下、「必要としている（合計）」）を求めた。

先行研究 13)を参考に、「該当なし」及び「全く必要

としていない」は、対処が必要な課題に直面して

いない、もしくは支援が必要な状況にないと捉え、

同義とみなし、割合の合計を算出した。 
7 倫理的配慮 

本研究は、研究者所属施設の倫理審査委員会の 
承認（承認番号:18486-2）を得て実施した。対象者

には、研究の目的と内容、匿名性の厳守、研究参

加は自由意思に基づくこと、研究期間中は同意撤

回が可能であることについて、書面を用いて説明

し同意を得た。 

Ⅲ．結果

対象者の概要

70 名（100.0%）から同意を得て、57 名（81.4%） 
から質問紙の回答と返信があった。このうち 2 名 
より同意撤回があり、対象者は 55名（回収率78.6%、

母数は同意数）となった。  
対象者の概要を表 1 に示す。診断名は、子宮体 

がんが最も多く 36 名（65.5%）であった。術後補

助療法は 27 名（49.1%）に行われていた。 
対象者の症状と症状による生活への支障の程度 

MDASI-J の症状と婦人科がん術後に特有の 
身体症状の回答割合を表 2 に示す。MDASI-J に 
おいて、中等度以上の者の割合が最も高かった項 
目は「悲しい気持ち（40.0%）」であり、身体症状 
は 9.1～34.6%であった。婦人科がん術後に特有の 
身体症状においては、中等度以上の者は、いずれ 
の項目においても 20.0%以下であった。 

表 対象者の概要（ ）

年齢 平均年齢 標準偏差
診断名 子宮体がん

卵巣がん
子宮頸がん
その他

ステージ Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

術式 開腹手術
腹腔鏡下手術
ロボット支援下手術
膣式手術

子宮摘出 あり
なし

卵巣摘出 あり
なし

リンパ節郭清 あり
なし

術後補助療法 あり
なし

パートナー・
配偶者

あり
なし
無回答

同居家族 あり
なし
無回答

就業状況 無職
休職中
就業中
無回答

 
表 . 症状の程度の割合（ ） 

中等度
以上 軽度 なし 無回答

MDASI-J の症状
悲しい気持ち     
ストレス      
眠気      
倦怠感      
しびれ      
疼痛     
睡眠障害      
食欲不振      
口渇      
息切れ
悪心      
嘔吐      
もの忘れ      
婦人科がん術後に特有の身体症状
便秘      
発汗      
毛髪
皮膚障害      

排尿障害
ほてり      
リンパ浮腫      
下痢      
０ なし、 ～ 軽度、 以上 中等度以上
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MDASI-J の生活への支障の回答割合を表 3に示

す。中等度以上の割合が最も高かった項目は、「仕

事（家事を含む）（43.6%）」、次いで「生活を楽し

むこと（36.3%）」であった。 
 

表 . MDASI-J の症状による生活への支障の程

度の割合（ ） 
中等度
以上 軽度 なし 無回答

仕事
家事を含む      

生活を楽しむ
こと     

日常生活の
全般的活動     

気持ち・情緒     
歩行
対人関係
０ なし、 ～ 軽度、 以上 中等度以上

 
術後早期の婦人科がんサバイバーの支援ニーズ  
術後早期の婦人科がんサバイバーの支援ニー 

ズの回答分布を表 4 に示す。 
【情報と医療】の領域では、支援を「必要とし 

ている（合計）」の割合が最も高かった項目は「自 
分のがん治療に関する情報（72.2%）」であり、全 
39 項目の中でも最も高かった。次いで、「必要な 
時に支援を受けられるように相談できる窓口 
（70.9%）」、「今後かかりうる医療費についての 
情報（67.3%）」、「がんに関する正確な情報を見極 
めるための手助け（59.3%）」、「自分の子どもや家 
族へのがんのリスクについての情報（59.3%）」で 
あった。  
【身体機能】の領域では、支援を「必要として 

いる（合計）」の割合が最も高かった項目は「治 
療に伴い出現している後遺症や副作用症状に対 
処するための手助け（45.5%）」、次いで「からだ 
の症状に合わせて薬を調整することへの手助け 
（38.2%）」であった。  

 【心理】の領域では、支援を「必要としている 
（合計）」の割合が最も高かった項目は「再発を心 
 配する気持ちをコントロールするための手助 
1 け（60.0%）」、次いで「がん治療による外見の変 
化への対処についての手助け（32.7%）」であった。 
 【社会】の領域では、支援を「必要としている

（合計）」の割合が最も高かった項目は「医療費の 
 負担軽減のために公的制度を受けるための手助 
 け（36.4%）」、次いで「家族の中で自分の役割を 
遂行するための手助け（32.7%）」であった。一方

で、支援を「全く必要としていない/該当なし」 
の割合が高い項目が含まれており、「法的な支 
援を利用するための手助け（59.3%）」、「仕事復 
帰/再就職するための手助け（47.3%）」であった。 
【人生観】の領域では、支援を｢必要としてい 

る（合計）」の割合が最も高かった項目は「人 
生を前に進むための手助け（27.3%）」、次いで「自

分らしく生きるための手助け（24.1%）」であった。 

Ⅳ．考察

本研究結果より、術後早期から婦人科がん患 
者を生活者であるがんサバイバーとして捉え 
たことで、自分らしく生活するために求める支  
援が明らかとなった。術後早期の婦人科がんサ 
バイバーの支援ニーズとは、支援ニーズ 5 領域 
の回答分布の特徴から、【情報と医療】の領域よ 
り「将来の不確かさに対処するための情報取得 
の支援ニーズ」、【身体機能】と【社会】の領域 
より「社会生活に戻るための支援ニーズ」、【心 
理】と【人生観】の領域より「婦人科がん診断 
に伴う心理的苦痛・人生観の変化に対処するた 
めの支援ニーズ」の 3 点であった。以下、この 
3 点について考察する。  

将来の不確かさに対処するための情報取得

の支援ニーズ

情報取得のニーズについて診断後 1 年以上の 
婦人科がんサバイバーを対象にした先行研究で 
は、がんに関する新しい情報 2)やリンパ浮腫対処 
のための情報 10)、セクシャリティに関する情報 
5)等、実存する症状や問題に対処するための情報 
取得の支援ニーズが高かった。一方、本研究結果 
では、支援ニーズ 5 領域の中で【情報と医療】の 
領域に、支援を「必要としている（合計）」と答 
えた者の割合が高い項目が、多く含まれていた。 
中でも対象者の 59.3%～72.2%が、婦人科がんに 
関する情報である、自身のがん治療、今後かかり 
うる医療費、家族のがんリスクの情報を必要と 
していた。術後早期にある本研究の対象者は、病 
理診断を待つ状況であり、治療方針が定まらな 
いことから、今後の見通しが立たないことを反 
映した項目が、情報取得の支援ニーズに反映し 
たと考えられた。そのため、看護師は今後の見通 
しも含めた婦人科がんに関する情報提供を行う 
と共に、退院後も正しい情報の見極めや情報取 
得が可能となるように支援する必要がある。 
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婦人科がんに関する情報取得の支援ニーズ 
を捉える際に、情報を求めた背景に心理状況が 
あることは考慮すべき点である。婦人科がんサ 
バイバーは、将来の不確かさや治療への恐怖に 
安心感を得るために情報を求めるとされる 4,9)。 
本研究の対象者は、再発不安に対処するための 
支援を必要としていた。再発や転移といったが 
んの進展に不安を抱き、情報を必要としていた 
可能性も考えられた。そのため、看護師は、ど 
の様な心配や不安から婦人科がんに関する情 
報を求めているかについても把握することが 
必要である。 
 

社会生活に戻るための支援ニーズ

対象者は、仕事や家事に支障を抱えており、仕

事復帰や家庭内役割遂行において支援を求めて

いた。診断後 1 年以上の婦人科がんサバイバー

は、社会活動の拡大に伴い対人関係の支援ニー

ズが満たされていなかった 2)。しかし、本研究で

は、術後の身体機能低下に伴う活動制限により

社会活動が限られていたことが支援ニーズに反

映されたと考えられた。そのため、術後入院中か

ら家事や仕事の役割遂行の支援を必要としてい

るか把握することが重要である。 
社会役割遂行が阻害される要因には、婦人科 

がん手術そのものによる生活変化があると考 

表 術後早期の婦人科がんサバイバーの支援ニーズの回答割合（ ）

必要と
している
（合計）

非常に
必要と
している

必要と
している

やや必要
として
いる

あまり
必要と
して
いない

必要と
して
いない

全く必要
として
いない/
該当なし

自分のがん治療に関する情報
必要な時に支援を受けられるように相談できる窓口
今後かかりうる医療費についての情報
がんに関する正確な情報を見極めるための手助け
自分の子どもや家族へのがんのリスクについての情報
医療者から治療方法や病状に関して理解できるようなわかりやすい説明
医療者との関係性構築の手助け
手術後より出現しているリンパ浮腫に対処するための情報
手術後より出現している排便障害に対処するための情報
手術後より出現している排尿障害に対処するための情報
手術後より出現している痛みに対処するための情報
治療に伴い出現している後遺症や副作用症状に対処するための手助け
からだの症状に合わせて薬を調整することへの手助け
日常生活を送る上で必要な動作を行うための手助け
排便の状態に合わせて食事を工夫することへの手助け
再発を心配する気持ちをコントロールするための手助け
がん治療による外見の変化への対処についての手助け
がん治療による外見の変化を受け止めるための手助け
手術の結果を心配する気持ちをコントロールするための手助け
生活の中で生じるストレスに対処するための手助け
他のがん体験者と話すための手助け
不安や落ち込みに対する精神的支援
がんになったことを受け止めるための手助け
手術に伴い，女性性が変化したことを受け止めるための手助け
がんの影響によって変化した家族との関係を新たに築くための手助け
家族への精神的支援
パートナーとの関係を継続するための手助け
手術後，家族以外の人と新しく人間関係を築くための手助け
性生活の問題に対処するための手助け
医療費の負担軽減のために公的制度を受けるための手助け
家族の中で自分の役割を遂行するための手助け
仕事復帰/再就職をするための手助け
法的な支援を利用するための手助け
人生を前に進むための手助け
自分らしく生きるための手助け
自分の人生を大事なものにするための手助け
やりたいことと，できないことのバランスをとるための手助け
がんになったことで人生が変化したことを受け止めるための支援
生きる目的を見出すための手助け

*質問項目は全て「必要としている」と記載
**「必要としている（合計）」は｢非常に必要としている～やや必要としている｣の割合の合計を示す

回答割合（%）

領域＜定義＞ 質問項目*

人生観
＜がん診断に伴い変
化した人生への思い
や価値観に対する支
援ニーズ＞

情報と医療
＜婦人科がんやがん
治療，症状に関する
情報への支援ニーズ
と，医療やケアを受
けることへの支援
ニーズ＞

身体機能
＜手術療法後に変化
した身体機能に対す
る支援ニーズ＞
心理
＜がんやがん治療に
伴う心理状況に対す
る支援ニーズ＞

社会
＜がんやがん治療に
伴う生活変化に対す
る支援ニーズ＞
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えられる。婦人科がん手術に伴う身体症状は生 
活に直結するため、影響は大きいと言える。加 
えて、対象者は【身体機能】の領域において、 
後遺症や副作用症状、服薬調整等、生活調整の 
中で生じる症状マネジメントの支援ニーズを 
抱いていた。その背景には、術後の身体症状に 
伴う活動制限に加え、術後補助療法の影響も考 
えられる。対象者の 49.1%は術後補助療法を受 
けており、術後の後遺症と副作用が複合的に出 
現していた可能性がある。そのため、看護師は 
社会生活に戻る支援を行う際は退院後の生活 
を見据えて、症状をマネジメントするためのセ 
ルフケアが行えるように支援することが重要 
である。

 婦人科がん診断に伴う心理的苦痛・人生観

の変化に対処するための支援ニーズ

【心理】の領域において、対象者の 60.0%が再 
発不安に対処するための支援を必要としてい 
た。術後退院 1 か月はがん診断から間も無いた 
め、自己を見つめ直し、今後の生活をどうする 
か思い悩む時期でもある。そのような時期に再 
発不安を抱き、支援を求めていたことは重要な 
知見である．診断後 1 年以上の婦人科がんサバ 
イバーを対象とした先行研究では再発不安の 
支援ニーズが高く 2)、本研究も同様の結果であ 
った。術後早期から生涯続く再発不安を抱えな 
がらも、自分らしい生活を送ることができるよ 
うに、自身のがん治療の理解を深め、今後の治 
療経過を理解することや、対処方法を医療者と 
共に検討することが必要である。 
 さらに、対象者は再発不安を抱えながらも【人 

生観】の領域において前を向いて生きていくこ 
とや、自分らしく生きていくことに対しても支 
援を求めていた。一般的にがんサバイバーは、身 
体・心理・社会的変化に適応しながら、徐々にが 
んと共に生きていくことに向き合おうとする 7)。 
特に術後退院 1 か月は、婦人科がんサバイバー 
は日常生活を取り戻し、自身ができることを一 
つずつ積み重ねながら日々を過ごしている。そ 
の中で自分らしさを見失わないように模索し、 
支援を求めていたと考えられた。がんの罹患や 
今後の生き方を考えることは個別性が強いため 
3)、看護師は術後早期から人生観に関する視点を 
もって支援ニーズをアセスメントする必要があ 
る。さらに、術後早期の身体・心理・社会的変化 
への適応を支えると共に、婦人科がんサバイバ 

ーに寄り添いながら共に歩むことが、ひいては 
自分らしく生きていくことへの支援に繋がる 
と考えられた。  

 看護実践への示唆 
術後早期から婦人科がんサバイバーが、自分 

らしく生活することを支援するために、婦人 
科がん手術の入院中から必要な看護実践が明 
らかとなった。まず、婦人科がんサバイバーが 
今後の不確かな状況に自ら対処することを支 
援することが必要である。個々の辿る今後の 
経過を踏まえて、退院後の生活状況を予測し 
た情報提供、信頼できる情報源や相談窓口を 
提供し、必要な情報を取得する力を得ること 
を支援する必要がある。さらに、婦人科がんサ 
バイバーが社会生活に戻ることができるよう 
に、退院後の生活を見据えてセルフケア能力 
を捉え、高めるための関りが重要である。加え 
て、がん罹患に伴う再発不安や人生観の支援 
ニーズをアセスメント指標に加えて、支援ニ 
ーズの有無を見極めると共に、自分らしさを 
見失わないように自己肯定感を高めるための 
関りを継続して行うことの重要性が示された。 

  研究の限界と今後の課題 
本研究は単施設調査であり、施設に特徴的な 

支援内容の影響を受け、支援ニーズに偏りが 
生じている可能性がある。また、本研究では、 
病期や治療内容、症状が支援ニーズに及ぼす 
影響を検討していない。今後は対象者数、施設 
数を増加し、施設特性や治療内容、支援内容の 
検討が必要である。さらに、支援ニーズの独自 
作成による項目の信頼性や妥当性の確保に限 
界があったため、質問項目及び回答方法の検 
討と洗練を行う必要がある。 

 
Ⅴ．結語 
本研究結果より、術後早期の婦人科がんサバ 

イバーが自分らしく生活するために求める支 
援とは、今後の経過を踏まえた婦人科がんに 
関する情報提供や、社会生活を送るための症 
状マネジメント、心理的苦痛や人生観の変化 
に対処するための支援であることが明らかと 
なった。婦人科がんそのものの影響を考慮し 
つつ、治療内容や生活背景から、多角的に支援 
ニーズの内容を検討することの重要性が示さ 
れた。 
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Supportive Care Needs for Gynecologic Cancer Survivors in the Early 
Postoperative Period 

Erina Mashiro, Sena Yamamoto, Yukiko Tatsumi, Yuki Morooka, Harue Arao 

 

Abstract 
This study aimed to describe the supportive care needs of gynecologic cancer survivors during the 
early postoperative period. Participants comprised 70 patients with gynecologic cancer who had 
undergone surgery, regardless of disease stage and surgery type. A self-administered questionnaire 
evaluating the supportive care needs was distributed and collected by mail one month after the 
patients had left the hospital. In the questionnaire, we have defined the supportive care needs as 
the five areas: information and medical, physical, psychological, social, and life perspectives. The 
data were subjected to descriptive statistics. A total of 55 patients (78.6%) responded to the 
questionnaire. The findings revealed the percentage of respondents who answered that they 
“somewhat to very much need” support. About 60–70% of the respondents needed support for 
information on gynecological cancer in the area of “information and medical care” whereas more 
than 50% needed support for anxiety about recurrence in the area of “psychological aspects” and less 
than 50% needed support for symptom management in the area of “physical functions.” This 
indicates the importance of considering supportive care needs from various perspectives while 
taking into account the impact of gynecological cancer itself so that gynecological cancer survivors 
can lead independent lives from the early postoperative period. 
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